




























い誰であるのか いうことの執拗 探求の軌跡である。 「わたし」はある信念を抱い 自分が何であるのか分かった気になっているのに、いざそれを確かめようとする 、とたんにその確信 内側から破綻してしまう。しかし、その否定の経験と同時に、 「わ はきまってある新し 状況






れ」という思考にどれだけ場所はあるのだろうか。ざっ見渡してみれば、なんだかそうしたものに事欠かないようには見える。さしあたって自分たちの「帰属」してい 一体性を強く押しだす振る舞いは、ネット空間を代表とする世界には溢れかえって る。 「わ われ」を脅かす移民たちを堰き止めるために壁を作れ！ が持っているものが奪われたからわれわれは貧しいの ！
 「われわ
れ」とは違うやつら 「わ われ」の世界 入 るな！
 
──あたかも新しい野蛮の時代が来てい よう 。この野蛮な怒声は、自分たちの他者を恐 、拒絶し ひたすら攻撃的な言辞で虚勢を張っている。
しかし、こうした「わたし」の帰属性をめぐる不安と虚
勢のなかからは、実 「われわれ」 通じる回路は開けてこない。むしろ大事なことは、 「われわれ」につい の認識を見出すためには、ある種の「空間識 失調 のようなものがなくては らないというこ だ。自分 とって見知らぬ、ずっとかな の誰かに向かって 友よ」と言え こと、近いものだけが自分であるのではなく 遠いも が近いものであり、近いものが遠いものでも る いうこ ──手近なアイデンティティを疑い、遠いひとび へ 共感と連帯を発見するドラマが くては、わたしたちわれなるわれ、われなるわれわれ」に至りつかな 。ヘー
ゲルの哲学的内省のなかでは、それは「絶望の道程」だとも言われている。そうした知性の用い方が必要である。
知性の用い方ということは、もうひとりのビッグネーム
の哲学者であるカントにも聞こう。カントの『啓蒙とは何か』によれば、一個の市民に相応 い啓蒙された状態とは「成年性」 、つまりちゃんと大人になるということである。そのために求められたこともただひとつ、自分の知性を自分で使用せよ、ということであった。自分 知性を使用して他者を迎え入れ 「わたし」がときに否定される経験を通じて、まだ見えない「わ われ に手を伸べるのである。これから大学 学ぶ一年生のひとたちにも、そのことを忘れないでい ほしい。
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文献案内Ｇ・Ｗ・Ｆ・ヘーゲル『精神現象学』上・下巻、樫山欽四郎訳、平凡社ラ
イブラリー、一九九七年（ほかに、長谷川宏訳で作品社から、金子武蔵訳で岩波書店から刊行）
ゲーテ『ヴィルヘルム・マイスターの修行時代』上・
下巻、山崎章甫訳、岩波文庫、二〇〇〇年
カント『永遠平和のために／啓蒙とは何か』中山
元訳、光文社古典新訳文庫 二〇〇六かに篠田英雄訳で『啓蒙とは何か
　
他四篇』
が岩波文庫から刊行）
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